
―国立国会図書館の提供するレファレンスツールを使いこなす―

国立国会図書館サーチ

利用者サービス部サービス企画課レファレンス係

国立国会図書館遠隔研修



本研修の構成

▷ 国立国会図書館サーチとは

▷ トップ画面

▷ 検索画面

▷ 検索のＴＩＰＳ

▷ 書誌詳細画面

▷ 書誌の階層

▷ 書誌のＴＩＰＳ

▷ 申込カート

▷ 使ってみる

▷ 参考：みなサーチ 2



国立国会図書館サーチとは

 「ＮＤＬサーチ」（https://ndlsearch.ndl.go.jp/）
 国立国会図書館・全国の図書館の資料や情報を統合的に検索

できるデータベース

 レファレンスでは…
国立国会図書館・全国の図書館の資料や情報を探したい場合

調べ方・目次・全文・障害者向け資料などを広く検索したい場合

「登録機関」になれば、図書館間貸出し/遠隔複写/レファレンスを申
し込める（https://ndlsearch.ndl.go.jp/help/institutional）
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統合的システム

 2024年1月に以下の2つのウェブサービスが統合
国立国会図書館オンライン：国立国会図書館の所蔵資料の検索・利用
の申込み

旧国立国会図書館サーチ（以下旧サーチ）：全国の図書館の所蔵資料
の検索・レファレンス情報等の検索

∴ 国立国会図書館・全国の図書館の資料や情報を統合的に検索
し、国立国会図書館のサービスも申し込める

 旧サーチ障害者向け資料検索は「みなサーチ」へ
（NDLサーチでも「障害者向け資料で読む」はあり）
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検索対象

 国立国会図書館の所蔵資料等
図書館資料（図書・雑誌・新聞・録音映像資料など）

デジタル資料（デジタル化資料・契約DB内の電子ジャーナルなど）

視覚障害者等用資料 ※全国の図書館が所蔵する障害者向け資料も検索可能

 全国の図書館の資料
都道府県立図書館・政令指定都市立図書館の資料・デジタル資料等

大学図書館等の資料・デジタル資料・リポジトリ等
※データ連携されていない場合があります（特に雑誌、新聞等）

 関連情報
レファレンス情報（調べ方の案内、調べものの事例など）

全文検索など 5



トップ画面
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トップ画面
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絞り込み条件を開く

詳細検索（後述）
リサーチ・ナビ（後述）
契約データベース

複写・図書館間貸出し・
レファレンスを利用した
い場合はログイン

キーワード検索
検索対象



検索画面
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検索画面：絞り込み
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絞り込んで再検索
（右上でも可能）

所蔵館・ネット
閲覧可否も絞り
込めます

「絞り込み条件を開く」ことで、検索結果を絞り込むことができる
（検索前にも開けます）

チェックボックス
項目ごとのヒット件数が
表示されています

必要な欄に
記入

項目の追加



検索画面：絞り込み項目の追加
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「項目追加」から、項目を追加できる
チェックボックスの項目/入力欄の項目あり

※一度追加すると、
Cookieによって記憶される



検索画面：詳細検索
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・多数の検索項目
・特定の資料種別に特化した検索も可能
・項目追加（カスタマイズ）は不可能



検索結果

所蔵館
（NDLの東京/関西
等・全国のどこか
は書誌画面で）

資料形態

検索した条件
表示件数
表示形式
並べ替え

スニペット（目次や
内容細目部分がヒッ
トしたとき）
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インターネット
で読める

タイトルで
まとめる



検索結果解説

 所蔵館
具体的にどこにあるのかは、それぞれの書誌詳細画面を確認

 資料形態
「デジタル」は、必ずしも国立国会図書館デジタルコレクション（略
称「デジコレ」）ではなく、書店の電子書籍などの場合も

「障害者向け資料あり」は点字・DAISY等

→いずれも、書誌詳細画面で具体的に確認し、遷移はそれから

 インターネットで読める
デジコレインターネット公開or図書館・個人送信

他機関のアーカイブ・OAジャーナル等の場合も
13



検索結果：関連情報エリア

検索条件に基づき、下部に関連情報が
表示される

 調べ方のヒントや事例
リサーチ・ナビ

レファレンス協同データベース

 資料の本文
国立国会図書館デジタルコレクション

WARP

 いろいろな資料のデータベース
ジャパンサーチ

 関連用語や辞書
連携データベースの用語等 14

もっと見る
→さらにある場合は各サイトへのリンクあり



関連情報：調べ方のヒントや事例

 リサーチ・ナビ
国立国会図書館の調べ方案内

テーマや資料群に沿って、調べ方を案内する多数の記事がある

一部の「テーマ別検索」は、NDLサーチからは検索できず、そのペー
ジに行く必要あり

 レファレンス協同データベース
国立国会図書館・全国の図書館の調べもの事例

全国の図書館の調べ方案内・コレクション情報もあり

基本的には、NDLサーチでも全体が検索可能
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関連情報：資料の本文

 国立国会図書館デジタルコレクション
NDLがデジタル化した資料・ボーンデジタル資料

多くの資料はテキストデータがあり、全文検索可能

「書誌詳細」や、この「資料の本文」から遷移して、インターネット
公開されている資料等は閲覧可能

 国立国会図書館インターネット資料収集保存事業(WARP)
公的機関を中心に日本のウェブサイトを収集保存

過去の断面も含め、NDLサーチから全文検索可能

多くはインターネット公開されているが、一部はNDL来館者限定
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関連情報：その他

 いろいろな資料のデータベース
NDLイメージバンク（NDLの電子展示会）

ジャパンサーチ（NDLが運営する、全国のデジタルアーカイブのポー
タル）

画像や図書館資料以外の美術品等、コンテンツが見られることも

 関連用語や辞書
シソーラスや辞書、索引のような性質を持つデータベースのデータ

関連するテーマや検索語、言葉の定義などが見つかる

17



検索のＴＩＰＳ
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検索ＴＩＰＳ①

 AND/OR/NOT：スペース/「 +」/「 -」
ANDは半角・全角のスペース

 例：伊藤博文 大久保利通 →両方を含む

ORはスペースと「+」
 例：アフリカ +アジア →アフリカまたはアジア

NOTはスペースと「-」
 例：三国志 –演義 →演義を含まない三国志

※項目間でも可能
 例：タイトル「人間の条件」著者「-アレント」

※括弧は使用不可能
 例：地図（アフリカ +アジア）は不可
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検索ＴＩＰＳ②

 部分一致：「*」を用いることで、前方一致検索が可能
NDC「37*」＝370、379、372.2587……

タイトル「世界*」＝『世界史』『世界の切手』等がヒット。
『〇〇の世界』『新世界』等を省ける

請求記号・各種番号では検索語の前に「*」で後方一致も可能

 フレーズ：「” ”」を用いることで、フレーズ検索が可能
“Journal of Science”＝Science Journal of 〇〇を省ける

 完全一致：2024年5月現在、完全一致検索は不可能
『世界』『門』など短いタイトルは、出版者や著者名と合わせて検索
する等してみてください…
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書誌詳細画面
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書誌詳細：ファーストビュー

クリックすると
下にスクロール

他の書誌事項は
こちらをクリック

NDL等の
デジタル資料が
利用可能な場合
（書店等は別）

書影がある場合

基本的な書誌事項

22※この下部



書誌詳細：目次・所蔵

 目次
目次データ（ない資料も多い）

 全国の図書館の所蔵
都道府県立図書館等

ゆにかねっと等
サーチ内にデータあり≠カーリル連携

「よく利用する図書館」を設定
カーリル連携（ISBNがないと検索困難）

 国立国会図書館の所蔵
デジタルデータ

紙媒体の資料などの場合は所蔵館
東京/関西/子図、場所（専門室等）も 23

ログインで
遠隔複写等

デフォルトは都道府県順

目次内を検索可能！



書誌詳細：書店等・書誌情報

 書店で探す
書店等のサイトに遷移

 障害者向け資料で読む
テキストデータ・音声DAISY等

詳細は「みなサーチ」等に遷移して確認

当該資料を利用できるのは、視覚障害その他の
理由で通常の活字の印刷物の読書が困難な方

 書誌情報
最初は代表的な情報

「もっと見る」で展開すると全て
デジタルは定価が異なる、サイズが違う等

デジタルデータは書店販売のみ等も
24

引用形式/書誌情報出力

全ての情報を見るには
「もっと見る」で展開

著者名等で検索

「もっと見る」
で展開すると
紙/デジそれぞれ
を確認可能

↑参考：NDL-HP「視覚障害者等用データ送信
サービス（図書館等向け案内）」

https://www.ndl.go.jp/jp/library/supportvisual/supportvisual-10_02.html
https://www.ndl.go.jp/jp/library/supportvisual/supportvisual-10_02.html


書誌詳細：関連資料

 関連資料
著者や主題等が共通する資料

関連するテーマで再検索

関連する「リサーチ・ナビ」記事
（有益な調べ方がある場合など。一部
の資料にのみ表示）

……など

25



書誌の階層
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階層：タイトル・図書/巻号・記事

基本的な書誌の表示はここまで確認したとおり
ただし、書誌には「階層（まとめる単位）」があります

 タイトル：図書/巻号をまとめる単位
雑誌のタイトル、図書のシリーズなど

 図書/巻号：NDLサーチの基本的な単位
 雑誌の各巻、図書、地図、CD/DVDなど

 記事：図書/巻号に掲載されている記事や論文の単位
通常は図書/巻号に紐づくが、単独の場合もあり

参考：NDLサーチヘルプ＞3-4 NDLサーチにおける書誌の階層構造について
（https://ndlsearch.ndl.go.jp/help/types#hierarchy）
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階層①：タイトル書誌

 雑誌等のタイトル単位の書誌
書誌事項等は既述の画面と同様

各号（巻号単位の書誌）へ遷移可能

一部デジタル化済の場合は右上に

 関連資料
マイクロ化・継続前後・異版など

 目次
稀に個別巻号の目次がタイトルについ
ている（デジタル化等）

→巻号年月日を確認し、該当巻号を申し
込む

28

デジ化の場合は図書等と同様
リンク（基本、全号まとめへ）

継続前後誌
など

新しい
巻号



階層①：タイトル書誌

 所蔵
国立国会図書館メイン。都道府県立等
は（実際には所蔵されていても）デー
タがない場合が多い

 国立国会図書館の所蔵
必要な巻号を選択→申込み

デジタル化されている場合、この部分
から個別巻号に遷移可能

 絞り込み
年/巻/所蔵館

稀に年と巻が逆転していることがあるので
見当たらない場合は逆も見てください…
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該当巻号を選択し、
ログインして申込み

絞り込み

選択！



階層②：巻号書誌

クリックすると
下にスクロール

他の書誌事項は
こちらをクリック

NDL等の
デジタル資料が
利用可能な場合
（書店等は別）

書影がある場合

基本的な書誌事項
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階層③：記事書誌

 NDL「雑誌記事索引※」等
記事単位の書誌

通常は巻号に結び付いて見つかる

→目次欄から遷移リンクはあり

「雑誌記事等」にチェックを入れると
個別に検索可能

一部、CiNii由来等も含まれる

 パンくずリスト
うまくデジタル化資料に遷移できない
場合等は、パンくずを活用して巻号・
タイトルへ

31

通常、デジタル化資
料や申込へ遷移可能

パンくずリスト

※主に1945年以降の邦文誌。対象誌や採録期間は「雑誌記事索引採録誌一覧」で確認可能。
（https://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html）

https://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html


階層：検索結果
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該当する巻号書誌に遷移
したい場合はこちら

雑誌等で、検索条件に該当するタイトル書誌・巻号書誌がある場合、クリックする場所によって
遷移する階層が異なります。

こちらはタイトル書誌に遷移します
（全巻号が見られる）

もっと見る（最大50件）
50件以上ある場合は
「タイトル書誌」で



階層：検索結果の並び順は？

初期設定では「タイトルでま
とめる」
タイトルごとに一覧しやすい

⇔「新しい順」などでは、最新
号に従って古い号も同じ場所に

「タイトルでまとめる」を解
除すると巻号ごとに並ぶ
「新しい順」などの並びはそ
れぞれの号の出版年月日順に

⇔タイトルは入り乱れる
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階層：記事書誌の検索結果は？

 「雑誌記事等」は、通常「巻号」に紐づいた形で現れる
どの巻号に掲載されているか分かりやすい

⇔これも（タイトルでまとめる場合）「新しい順」などでは、最新の記
事に従って並ぶ

 2024年5月現在、雑誌は巻号単位で記事や目次を検索
例：ボードANDゲーム→「スケートボード」と「マスゲーム」という2記
事のある巻号はヒットします

∴ 記事単位で探したい場合、資料種別で「雑誌」からチェック
を外して「雑誌記事等」にチェック

34

https://ndlsearch.ndl.go.jp/books/R100000002-I000000000970-d7969595
https://ndlsearch.ndl.go.jp/books/R100000002-I000000000970-d7969595


階層：巻号書誌を対象に検索

 巻号が検索対象となったため、出版年を入れても検索可能

35

対象年の巻号のみが
現れる



書誌のＴＩＰＳ
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書誌ＴＩＰＳ①：「デジタル」とは

 他機関・書店等の情報も同定
検索結果「デジタル」だが図書館の所
蔵は紙のみ

→オンライン書店等でデジタル版

書誌情報欄を展開して「デジタル」が
何かを確認

 その他の情報も……
近刊情報（＝まだ図書館所蔵なし）

あらすじ・内容紹介

なども外部由来の場合あり

37

デジコレの場合は「国立国会図書館デジタルコレクション」と表示されるが、
これは「リポジトリ収録資料」→NDLデジコレでは読めない…

紙・デジ

紙のみ



書誌ＴＩＰＳ②：電子ジャーナル

 NDL契約データベース等の採録誌
雑誌名・新聞名での検索
（「データベース収録の雑誌のいち記事」まで
は検索できない）

採録範囲は「所蔵巻次等」欄で

ほぼ全て機関からの遠隔複写不可
（契約による）

日本の新聞DB等、個別電子ジャーナル
としてはヒットしないものもあり

 契約データベース名
契約DBの名称は、NDLサーチトップから

38

リンクはあるが館外からは
通常閲覧不可
（ただしOA誌・DB等もあり）

採録範囲

個人登録利用者は可



申込カート
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申込カート

 申込の確定
（ログインしてカートに追加後）
右上のカートのアイコンから手続

カートに追加しただけでは処理は進ま
ないので注意

 レファレンス
図書館レファレンスは、資料をカート
に追加するのではなく、カートからダ
イレクトに依頼する

40

申込手続に進む

レファレンスの申込みは
こちらから



使ってみる
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使ってみる

 「ポメラニアン」
国立国会図書館の資料と全国の図書館の資料／調べもの事例／デジタ
ルコレクション全文検索結果・WARP／など

 「相続税路線価 東京」
資料は求めているものではなさそうだが、リサーチ・ナビ、レファレ
ンス協同データベースあり→より資料に辿り着きやすい検索語や、
ウェブでの調べ方が分かる

 「Covid-19 通達」
新しい順→2つの語が別個に含まれる資料まで→他の資料種別から
チェックを外し「雑誌記事等」にチェック→記事単位

42



参考：みなサーチ

 点字資料・DAISY資料などを検索できる

 https://mina.ndl.go.jp/
 機関・個人登録することでダウンロードできる資料も

 NDLサーチからみなサーチ個別書誌に遷移する動線も

43

みなサーチ等についてはNDL-HPにも説明あり
https://www.ndl.go.jp/jp/support/send_use.html

NDLサーチ書誌詳細画面

https://mina.ndl.go.jp/
https://www.ndl.go.jp/jp/support/send_use.html


参考：みなサーチ

 個人登録：視覚障害その他の理由で通常の活字の印刷物の利
用が困難な方

 機関登録：公共図書館、大学図書館、学校図書館など、視覚
障害者等に情報を提供する機関（著作権法第37条第3項）
※該当する方に提供する
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ご清聴ありがとうございました。
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